
我々は、慢性疾患の患者に対する総合的な薬物治療管理を支援するために、

(1)医薬品ごとに服薬指導データを搭載した『薬剤別服薬指導ガイダンスデータベース』

(2)慢性疾患の視点から薬物治療管理と薬歴記載を支援する『疾患別服薬指導ガイダンスデータベース』

の開発を行っている。

薬局では処方薬を起点として服薬指導を始めるのが一般的であり、患者の疾患名情報が得られないことが

多いため、電子薬歴等のシステムで運用する場合、『疾患別服薬指導ガイダンスデータベース』は活用し

にくいという問題があった。

そこで処方薬情報から直接、『疾患別服薬指導ガイダンスデータベース』を運用することを目的に、医薬

品名と疾患名を関連づけることを試みた。これにより処方薬の情報を起点として、(1)、(2)のデータベース

を活用した総合的な服薬指導が可能になると考えた。

▼ 目 的 ▲

▼ 方 法 ▲
(1)疾患別服薬指導ガイダン

スデータベース搭載の

１６疾患名のコード化

(2)弊社の適応症データベースを用

い、(1)の各疾患と関連する効能

効果を選考

(3)各疾患ごとに、(2)で選考した

効能効果より治療薬を個別医薬

品コード(YJコード)で抽出

(4)抽出したYJコードに

(1)の疾患名コード

を付与する

◇ 疾患別服薬指導ガイダンス
データベース

疾患名コード 疾患名

DC00011 消化性潰瘍

DC00021 骨粗鬆症

DC00031 パーキンソン病

DC00061 睡眠障害

DC00071 気管支喘息

DC00091 高血圧症

DC00191 脂質異常症

DC00201 高尿酸血症・痛風

DC00211 ２型糖尿病

DC00221 関節リウマチ

DC00231 アトピー性皮膚炎

DC00241 緑内障

DC00371 鉄欠乏性貧血

DC00381 慢性頭痛

DC00401 更年期障害

DC00431 便秘症

▼ 結 果 ▲

①｢高脂血症｣

抽出YJコード

2183001F1060
2183002M1013
2183002M1366

2183005G1013
2183005G1048
2183005G1072

◇ 脂質異常症に用いる医薬品

YJコード 疾患名コード 商品名

2183001F1060 DC00191 リポクリン錠２００

2183002M1013 DC00191 クロフィブラートカプセル

2183002M1366 DC00191
クロフィブラートカプセル
２５０ｍｇ「トーワ」

… …

2183005G1013 DC00191 ベザフィブラート徐放錠

2183005G1048 DC00191 ベザテートＳＲ錠２００

2183005G1072 DC00191 ベザレックスＳＲ錠２００

… …

2189002M1238 DC00191 トコオールカプセル２００ｍｇ

2189009R1032 DC00191 クエストラン粉末４４．４％

2189012F1020 DC00191 ローコール錠１０ｍｇ

… …

2189014F1029 DC00191 コレバイン錠５００ｍｇ

2189015F1023 DC00191 リピトール錠５ｍｇ

2189015F2020 DC00191 リピトール錠１０ｍｇ

2189016F1028 DC00191 リバロ錠１ｍｇ

2189016F2024 DC00191 リバロ錠２ｍｇ

… …

3133001B1118 DC00191 パンピオチン散（２０％）

3133001B1193 DC00191 パントシン散２０％

… …

…

＜処方内容＞

１）リピトール錠１０mg １回１錠
１日１回 朝食後 プロブレム 連番 指導プラン 属性

＃脂質異常症

に関する病

態把握と薬

物治療管理

1 脂質異常症の自覚症状を確認する。 OP □

2 脂質異常症に関する検査データを確認する。 OP □

3 脂質異常症による自覚症状の改善が見られるか
を確認する。

OP □

4 継続的に、脂質異常症に関する検査結果を確認
する。

OP □

5 継続してコンプライアンスを確認する。 OP □

6 処方追加、変更された薬剤について確認し説明
する。

EP □

7 継続して副作用の発現や体調の変化を確認する。OP □

8 脂質異常症の病態、治療目的について説明する。OP □

9 LDLコレステロール値以外の主要冠動脈疾患の
危険因子を確認する。

OP □

10 脂質異常症に影響を及ぼす薬剤やサプリメント
の使用を確認する。

OP □

11 脂質異常症の治療に影響のある既往歴がないか
を確認する。

OP □

＃脂質異常症

に関する自

己管理

1 脂質異常症の食生活について説明する。 EP □

2 脂質異常症の運動療法について説明する。 EP □

3 脂質異常症の嗜好品に関する注意について説明
する。

EP □

YJコード；2189015F2020 商品名；リピトール錠１０mg

効能効果

主な副作用

重大な副作用

服薬指導データ

血液中のコレステロールを減らす薬です。コレステロールを合成する酵素の
働きを抑えて、血中コレステロールを低下させます。

胃の不快感、かゆみ、しびれ、不眠、下痢、胸やけ、便秘、頭痛、体がだる
い、筋肉痛、むくみ、肝機能等臨床検査値異常等が現れることがあります。

発熱、悪寒、気分が悪い、冷や汗が出る、しびれ、体がだるい、体重の減少、
顔・唇・舌・口・のどなどが腫れる、顔が青白い、かゆみ、皮膚が赤くなる、
皮膚や白目が黄色い、発疹、じんましん、皮膚が焼けるように熱く感じる、
皮膚の痛み、水膨れができる、ふらつき、頭痛、筋肉がこわばる、筋肉痛、
脱力感、うまく歩けない、いすから立てなくなる、関節痛、手足に赤い点や
あざ、手足のしびれ、手足の脱力感、歯ぐきからの出血、鼻血、目の充血、
たんを伴わないせき、息苦しい、息切れ、胸が苦しい、のどが渇く、のどの
痛み、口内炎、口内がただれる、食欲がない、吐き気、淡黄色の便が出る、
赤ワイン色の尿が出る、尿の色が濃い、尿の量が増える。

使用上の注意

相互作用
(薬・食品)

生活上の注意

相互作用
(薬・食品)

相互作用
(薬・食品)

妊娠・授乳
・女性

管理・保管

受診・検査勧告

副作用・無効時
(直ちに対処)

副作用・無効時
(直ちに対処)

飲み忘れた場合は、気づいた時、就寝前までにできるだけ早く１回分を服用
して下さい。

グレープフルーツジュースによりこの薬の作用が強くなることがあるので、
服用する時にグレープフルーツやグレープフルーツジュースを食べたり飲ん
だりしないで下さい。

薬の服用と同時に、指示されている食事療法や運動療法なども正しく行って
下さい。喫煙も控えて下さい。

経口避妊薬を使用している方は、医師、薬剤師にそのことを伝えて下さい。

他に服用中または使用中の薬がある場合は、医師、薬剤師に必ず伝えて下さ
い。また他の薬を併用する時も相談して下さい。

妊娠中、妊娠している可能性のある方、授乳中の方は、医師、薬剤師にその
ことを伝えて下さい。この薬は使用できません。

湿気を避けて保存して下さい。

定期的に受診し、指示された検査は必ず受けて下さい。

気持ちが悪い、吐く、体がだるい等の症状が現れた場合は中止し、医師、薬
剤師に連絡して下さい。

発疹、発熱、かゆみ、顔・唇・舌・口・のどなどが腫れる、日光に当たった
部位の発疹、発赤等の過敏症状が現れた場合には中止し、すぐに医師、薬剤
師に連絡して下さい。 処方薬のYJコードより、該当する薬

剤別服薬指導ガイダンスデータの他、

推測される疾患に関する疾患別服薬

指導ガイダンスデータの抽出が可能

となり、効率的に服薬指導の実施と

指導記録の作成が可能となった。

YJコード；2189015F2020

DC0019；脂質異常症
疾患別服薬指導
ガイダンスデータ

薬剤別服薬指導
ガイダンスデータ

□１.LDLコレステロール値以外の主要冠動脈疾患の
危険因子がある。

 □冠動脈疾患(心筋梗塞、狭心症)  □高血圧

 □加齢(男性≧45歳、女性≧55歳) □糖尿病

     □喫煙 □冠動脈疾患の家族歴

     □低HDL-C血症(＜40mg/dL)

S

□２.LDLコレステロール値以外の主要冠動脈疾患の
危険因子はない。

S

□１.継続的に、脂質異常症に関する
検査結果を確認する。

O
P

□１.治療方針と脂質管理目標値を確認し、継続し
て薬物治療評価をすることが必要。

A

□２.脂質異常症の分類と診断基準について説明。 T

□３.薬物療法と平行して、生活習慣の改善、食
事・運動療法の継続が重要であることを説明。

T

▼ 考 察 ▲

YJコードに１６疾患の疾患名コードを付与したことにより、処方薬から、推定さ

れる患者の疾患名の提示が可能となった。

これにより処方薬から直接、関連する疾患の『疾患別服薬指導ガイダンスデータ

ベース』を展開することができる。

『薬剤別服薬指導ガイダンス』、『疾患別服薬指導ガイダンス』の両データベー

スを電子薬歴等のシステムで連携させて運用することにより、慢性疾患に関する

薬物治療管理の効率化や、治療効果のさらなる向上が期待できると考える。

疾患名 展開された効能効果データ

緑内障

：DC00241

・高眼圧症；眼内圧降下を必要とする場合

・高眼圧症

・緑内障

・緑内障(眼圧降下)

・開放隅角緑内障

疾患名 展開された効能効果データ

脂質異常症

：DC00191

・高脂血症①

・下記疾患のうち，パントテン酸の欠乏または
代謝障害が関与すると推定される場合；高脂
血症②

・高脂血症(家族性)③

・高脂血症：急性循環不全における血漿遊離脂
肪酸低減

・高トリグリセリド血症④

・高コレステロール血症⑤

・高血圧症と、高コレステロール血症を併発

・狭心症と、高コレステロール血症を併発

・家族性高コレステロール血症

◇ 適応症データベース

各医薬品の効能効果を1つ
の疾患まで展開し、それ
に 標準病名※を割り振っ
たデータ

＜効能効果別YJコード抽出方法＞

Ⅰ.各疾患に関連する標準病名が割り振られ

た「展開された効能効果」を選択する。

Ⅱ.疾患別服薬指導ガイダンスデータの内容

に関連しない効能効果データは削除する。

Ⅲ.選択した「展開された効能効果」を持つ

YJコードを抽出する。

Ⅳ.効能効果から重複して抽出されたYJコー

ドは削除する。

②｢高脂血症：パント
テン酸の欠乏または
代謝障害が関与する
と推定される場合｣

抽出YJコード

3133001B1118
3133001B1193
3133001C1156
3133001C1164…

③｢高脂血症(家族性)｣

抽出YJコード

2183005G1013
2183005G1048
2183005G1072

…

⑤｢高コレステロール
血症｣

抽出YJコード
2189002M1238
2189009R1032
2189012F1020

2189014F1029
2189015F1023
2189015F2020
2189016F1028

…
…

…

｢脂質異常症｣に使用されるYJコードの抽出例

ＳＯＡＰデータ

LDLコレステロール値以外の主要冠動脈疾患の危険
因子を確認する。

LDLコレステロール値以外の主要冠動脈疾患の危険
因子がある。

高血圧 加齢(男性55歳) 喫煙(1日20本)

治療方針と脂質管理目標値を確認し、継続して薬物
治療評価をすることが必要。

薬物療法と平行して、生活習慣の改善、食事・運動
療法の継続が重要であることを説明。

継続的に、脂質異常症に関する検査結果を確認する。

#２ 脂質異常症に関する病態把握と薬物治療管理プロブレム

指導プラン

Ａ

Ｓ

リピトール錠の食品との相互作用の注意について説
明する。

グレープフルーツジュースを毎朝飲んでいる。

グレープフルーツジュースのCYP3A4阻害作用によ
りAUC上昇の報告あり。

グレープフルーツジュースによりこの薬の作用が強
くなることがあるので、服用する時にグレープフ
ルーツやグレープフルーツジュースを食べたり飲ん
だりしないよう説明。

次回副作用の有無を確認。

#１ 薬物治療管理：リピトール錠プロブレム

指導プラン

Ａ

Ｓ

Ｏ 主要冠動脈疾患の危険因子について知識不足。

Ｏ 食品との相互作用について知識不足。

Ｐ

Ｐ

薬歴記載例Ⅰ

薬歴記載例Ⅱ

＊青字は編集・追加の自由記載例

＊青字は編集・追加の自由記載例

重複するYJコードはど
ちらかを削除する(Ⅳ)

④｢高トリグリセリド
血症｣

抽出YJコー
ド

2189003F1136
2189003F2035

YJコード 2190101F1020

商品名 カデュエット配合錠１番

添付文書の

効能効果
高血圧症又は狭心症と、高コレステロール血症又は家族性高コレステロー
ル血症を併発している患者

連番 展開された効能効果
病名組み合わせ

コード
標準病名

1
高血圧症と、高コレステ
ロール血症を併発 HB05004

1 高コレステロール血症

2 高血圧症

2
高血圧症と、家族性高コ
レステロール血症を併発 HB05005

1 家族性高コレステロール血症

2 高血圧症

3
狭心症と、高コレステ
ロール血症を併発 HB05006

1 高コレステロール血症

2 狭心症

4
狭心症と、家族性高コレ
ステロール血症を併発 HB05007

1 家族性高コレステロール血症

2 狭心症

削除(Ⅱより)

※標準病名；

 ICD10 対応標準病名マス
ター(財団法人医療情報シ
ステム開発センター)にお
ける病名表記

メディカルデータベース株式会社
医薬情報開発部 柴田 里枝子
e-mail；r-shibata@medicaldb.co.jp

第43回 日本薬剤師会学術大会・長野2010
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